
4
A
E

同
年
六
M
亡
す
一
回
・
-
一
一
珊
鵬
値
柚
包
育
内
毎
回
一
回
一
回
・
帽
ν

巷J九十二車第瓦現

辛子宮凌日ー-1'司←」寸-&f< IZ"I辛口肝召

論

削

指

取

符
業
税
に
於
け
る
累
準
課
税

卒
均
生
産
力
説
に
つ
い
て

我
岡
山
吋
生
命
保
険
業
の
首
唱
己
先
駆

経
済
静
皐
マ
」
経
滑
動
啓

抱

肌

常

剛

仙

北
米
合
衆
凶
の
躍
業
問
題
・
白
祖
里
中
士

景
気
揃
完
封
ご
日
本
資
本
主
義
の
成
立
組
一
時
棋
士

明

治

政

府

の

貸

附

金

制

抑

郁

オ

雄

棉

錦

略

漁
業
に
つ
い
て
の
一
管
見
・
・
・

--ZV一昨
l

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル
・
・

湘
選
信
用
組
合
の
況
状

禁
漁
制
度
に
就
て

新
地
租
法
案
の
積
率
・
・

近
着
外
同
級
清
雑
誌
主
要
論
題

仏

唱

博

士

丈
事
岬
，
j

'え

取
れ1

文

明

附

士

組
前
川
下
十

割
昨
申
」
J

-

M
柑
布
川
副

m
T
J

思
得
Hor
幅一ト
h

s
I
J
も

r
-

議

• m 

榊

戸

正

雄

高

田

保

馬

三

浦

周

行

米
田
庄
太
郎

入
木
芳
之
助

谷

口

吉

彦

吉

川

秀

浩

-
f
l
n山
戸

骨

材

a
h
1

n只
立

日

主

同

よ

れ

菅
野
利
太
郎

楠

見

一

正

岡

本

清

治

沙

見

三

郎



禁
漁
制
度
に
つ
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u
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総

叫
町
品
問
施
院
の
形
雌

結
抑
制
度
は
そ
の
日
的
佐
官

m
rる
た
め
K
如
何
恥
品
約
脱

主
な
っ
て
明
は
れ
る
か
。
禁
漁
的
施
設
は
作
曲
本
的
に
は
失
の
問

形
協
に
A
T
た
れ
る
。
印
ち
世
づ
探
捕
の
時
馴
に
附
酬
明
し
、
こ
に

搾
捕
の
場
所
に
附
旧
制
し
、
三
に
探
捕
の
手
段
・
川
口
封
並
び
K
方

法
に
胸
駒
し
、
聞
に
探
捕
の
制
裁
の
大
さ
に
附
聯
す
る
。

鈴
漁
川
(
印

nroBM同日口一
o
E
S
E
-
己

oEZEO)

殊
出
山
川
制
度
の
目
的
は
そ
の
存
在
に
よ
っ
て
水
族
山
帯
別
が

人
川
の
漁
掛
活
動
の
た
め
に
腕
寄
せ
ら
れ
ざ
る
己
主
を
馴
す
る

に
あ
る
。
一
定
問
知
の
水
族
は
一
目
見
の
恭
航
時
期
を
有
し
、
従

っ
て
一
般
に
水
肢
の
都
硝
保
訟
を
目
的
と
す
る
鈴
抑
制
は
水
族

都
三
十
丸
悠

七
む
三

悌
一
車
蹴

宮崎
:1， 
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雑

体

然
的
制
度
に
づ
い
V

て

山
和
納
期
主
相
一
致
す
る
。
制
し
乍
ら
、
禁
漁
期
は
必
中
し
も

水
放
の
自
然
的
蒋
航
時
州
叫
ん
」
同
一
川
川
た
る
も
の
で
は
在
く
、

長
期
K
M
る
品
川
治
則
の
一
制
定
せ
ら
る
i
h

と
止
が
あ
る
。
山
中
り
、

指
岐
に

ωι
た
る
品
川
川
唱
の
生
陸
刊
を
自
然
的
に
又
は
人
得
的
K

肱
似
せ
む
と
す
る
が
如
き
場
介
に
は

古
h
A
O担
割
己
旧
民
り

H
t古
6
4
E

亡

長
川
に
川
る
水
峡
採
仙
の
村
山
川
が
間
制
せ
ら
れ
る
G

川
〈

山
如

d
川
匂
介
在
除
立
て
は

水
放
山
年
々
む

ル
戸
山
山
川
制
度
は

恭
刑
在
確
保
す
る
千
段
と

L
て

年
々
の
一
定
則
川
の
漁
崎
公

止
の
形
態
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。
と
れ
を
昨
卯
禁
漁
肌
(HL-nr

凶

n
y
g
N
E
C
又
は
年
次
的
什
作
品
品
川
別
(
宮
町
一

M
n
z
m
n
y
E
N
E
Z
K
い

ふ
。
民
卯
片
山
山
漁
肌
叉
は
年
次
的
禁
漁
則
の
制
度
江
は
、
絶
釘
主

誌
と
州
到
主
義
』
並
び

ι同
者
hr

折
衷
せ
る
混
川
主
誌
と
が
あ

る。
絶
削
的
叫
ん
漁
制
皮
令
官

E
出
品
目

5
E
E
Z
T
7
0コ
E
C

は
、
定
要
注
る
柿
類
の
水
族
の
丙
卯
則
者
総
括
的
に
包
含
す
る

期
刷
(
い
批
も
普
通
に
は
春
秋
二
季
比
各
K

一
ヶ
月
刷
)
を
規
定

し
、
と
の
則
川
中
凡
ゆ
る
和
知
心
漁
業
主
決
定
的
に
禁
止
J
る

川
広
に
し
て
、
己
引
に
到
し
て
、
相
封
的
又
は
側
別
的
禁
品
川
則
制

銘
ニ
十
九
巻

宝t
o 

七
七
四

枯
伊
五
蹴

LU(印
可

ω
百
日
骨
叫
日
F
2
4
3
E
2
5
ι
ミ
E
E
K
U
印

nro日何回円)

は
水
族
の
各
航
熱
釘

ι個
別
的
に
そ
の
自
然
的
た
る
産
卵
則

を
精
制
に
調
査
し
、

そ
の
期
間
中
は
首
該
朋
川

ι産
卵
す
止
認

め
ら
マ
Q

L
水
族
に
つ
き
て
の
み
漁
跨
主
体
山
止
す
る
削
，
肱
で
あ

る
。
出
用
主
義
(
問
ゆ
日
目
長
耳
切
凹
3
5
H
d
)
は
前
の
耐
ヨ
誌
を
折

市
民
佐
川
す
る
制
山
止
に
し
て
、
時
過
に
は
春
季
禁
漁
期
K
は
絶
到

L
I
訟
を

秋
冬
叶
廿
川
市
山
山
川
正
は
相
町
、
斗
訟
を
抑
川

1
L

水
肢
の
自
然
的
な
る
産
卵
行
筋
に
保
件
づ
け
ら
る
h
H
鉱
山
山
肌

制
巾
止
の
三
主
義
に
つ
い
て
評
倒
せ
む
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
む

各
々
に
つ
い
て
水
族
の
蒋
殖
保
訟
手
段
と
し
て
の
悦
値
判
断

主
、
漁
業
者
の
利
益
に
及
ば
す
べ
き
作
川

ι附
「
る
判
断
之
が

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
0

1
蛇
骨
そ
の
他
山
行
政
技
術
卜

L

の
雌
H
劫

等
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
山
。

絶
判
的
禁
漁
則
制
度
、
削
ち
一
年
川
白
一
定
肌
川
凡
ゆ
る
積

判
制
の
漁
叫
叫

E
h川
…
僚
件
に
停
止

rる
制
皮
は

水
族
白
保
航
保
護

の
L
L
に
於
て
は
同
然
す
る
町
川
な
き
が
如
く
に
鬼
え
る
が
、
岱
該

期
川
が
そ
の
目
的
主
資
現
ず
る
た
め
に
梢
確
に
決
定
せ
ら
れ
件

べ
き
こ
ど
L

モ
の
目
的
の
成
就
が
こ
心
制
度
に
よ
っ
て
一
般



K
出
現
可
能
-
な
る
べ
き
と
と
与
が
、

と

ω制
度
成
立
の
前
提
的

要
件
を
な
す
o

若
し
禁
漁
の
則
川
が
凡
ゆ
る
都
知
白
有
川
水
族

の
産
卯
則
を
包
括
す
る
が
如
き
場
合
に
目
、

卯
・
議
殖
保
全
の
糊
賄
よ
り
は
山
川
会
な
る
も
の
在
認
め
ち
る
も
A

で
あ
ら
弓
が
、
併
し
、
斯
か
る
完
全
性
を
期
す
る
禁
漁
朋
削
は

一
日
凡
水
族
心
建

必
然
的
比
比
較
的
長
期
宍
札
る
べ
く
.
而
も
長
期
比
一
H
Z
凡
ゆ

る
積
刻
の
漁
業
の
例
外
な
き
休
止
は
、
抑
業
者
を
し
て
技
則
山

中
彼
等
内
生
業
を
央
は
し
め
、
彼
等
主
生
的
資
料
独
特
柄
引
の

均
外

K
世
〈
も
の
忙
し
て
、
漁
業
者
山
利
討
を
い
川
副
す
る
と
止

た
し
に
は
成
立
し
・
維
持
せ
ら
れ
釧
き
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て

漁
業
者
の
利
益
の
刷
ほ
よ
り
、
絶
対
的
犯
漁
朋
制
山
止
に
は
川
調

巾
川
崎
山
漁
則
〔

E
E
O
H
r
E
5
5
又
は
短
控
訴
則
(
佐
官
』

E
E
O
印

n
r
o
日
E
C
が
噂
き
入
れ
ら
れ
る
。
中
川
鉄
漁
則
又
は

短
紛
什
川
町
山
山
別
の
制
此
に
あ
り
で
も
.
凡
ゆ
る
種
類
の
漁
業
の
例

外
た
き
休
止
は
漁
業
者
の
利
斜
を
容
す
る
と
占
少
か
ら
や
、
他

方
林
山
漁
馴
川
の
短
縮
は
、
白
山
な
る
水
耐
に
於
て
産
卵
期
と
雌

も
保
泌
せ
ら
れ
ざ
る
水
肢
の
存
ず
る
穿
ら
産
卵
期
に
あ
ち
ざ
る

に
伐
漁
則
を
有
す
る
水
族
の
存
す
る
が
如
き
場
合
を
生
ヒ
、
た

五世

銀

t
h
d
u
M弘
之
コ
、

圭
ガ
Z
n
M抄
t
~
一
L
V
-

め
に
漁
業
者
の
利
錠
が
純
白
骨
に
害
は
る
t
A

結
果
L
」
左
る
。
次
に

絶
叫
叫
・
王
誌
に
あ
っ
て
は
祭
漁
期
間
の
正
常
在
る
決
定
も
亦
悶
雌

で
あ
る
。
査
し

同
一
水
耐
に
於
て
も
単
一
一
州
知
山
水
放
が
掛

息
す
る
の
み
に
は
あ
ら
許
し
て
、

る
諸
問
の
水
族
が
同
時
K
棲
息

L
、
此
に
多
額
の
有
川
水
族
の

鴎
卯
則
を
概
括
的
民
合
む
朋
川
を
兄
碓
K
決
公
し
蝉
吉
紡
川
端

は
、
や
が
て
相
官
に
長
き
州
聞
に
蹴
民
せ
ら
れ
た
る
然
品
川
朋

〈
印

2
2
2
Z止
命

m
n
y
o
日
立
)
の
制
史
を
必
嬰

K
L
し
め
る
。
純

別
的
林
一
山
市
川
川
川
制
I

肢
の
有
す
る
上
辿
の
矛
盾
は
、
そ
の
官
際
的
泌

事
場
丙
卯
の
川
則
を
問
時
に
す

川
に
首
っ
て
幾
多
の
例
外
を
認
め
ざ
る
べ
か

ιざ
る
必
要
を
生

ぜ
し
め
、
相
釣
的
禁
漁
朋
制
度
に
接
近
す
る
。
絶
釘
的
禁
漁
期

制
度
の
寝
際
的
地
加
に
際
し
て
、
普
通

ι認
め
ら
る
t
A

例
外
は

ナ大
る }l

(い〕四次
侠離の
に突が如
在然続き
り大草11 も
て騨せの
は柴らに

*れし
f院しる q、て
令 眼 。
産日寺 己

耳目 f1: fL 
JUJ しに
在て 土
り返 っ
J: j、て

!liJlす己
もる の
、がlIiIJ
特如 皮
にき の
とノk 千J

の
極
水
族
の
採
捕
に
工
夫
せ
ら
れ
た
る
漁
具
を
以
て
す

る
そ
の
採
抑
。

第
ニ
十
九
巻

七
七
五

第
五
掛

豆正
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tま

接
地
制
度
に
つ
い
て

(ろ)
:>;雑
自PIr
s ~目
を E
PA ii' 
て]
す d
るg.、。

昂

削
ち

m
o
n
N
ロO

戸

N
W
]甲
山
円
。
同

F
m
w
ロ-

常
設
的
装
置

E
有
せ
ざ
る
漁

λiょ

にくに)(は)
於 iJi;
てがl 簡は
絶百九F1t一

如宅 E吉
祥 鰻純
漁 I!.~ 国
別式~ ~手
制 u は

皮 ・
は定

の

堂揮
。の
漁 τ
法比
に於

臨 t
せ

る
料
問
叫
山
的
施
設
(
後
扮
〉
止
の
並
別
抗
よ
っ
て
、
そ
の
内
在
的
，
才

眉
を
制
和
せ
ら
れ
る
。

相
羽
的
禁
漁
期
制
度
は
、

凡
ゆ
る
翻
類
の
水
族
に
針
し
て
ピ

は
佐
く
、
特
別
の
場
合
に
比
較
川
有
用
在
り
ル
」
認
め
ら
る
t
A

水

族
忙
封
し
て
、
そ
の
各
々
の
産
卵
期
を
種
類
別
に
精
査
し
、
そ

由
自
然
的
産
卵
期
忙
可
及
的
に
泊
合
せ
る
時
期
主
以
て
禁
漁
期

と
制
め
、
そ
の
期
間
中
は
該
水
族
の
採
捕
を
禁
止
す
る
制
度
で

あ
る
。
故
に
そ
の
時
則
は
保
謎
せ
ら
る
べ
き
水
族
の
種
類
に
よ

り
て
具
り
、

叉
禁
漁
矧
聞
の
長
短
も
水
践
の
種
類
毎
に
異
る
と

と
ろ
あ
る
は
明
白
で
あ
る
o

己
の
制
度
の
作
用
は
、
規
定
せ
ら

れ
た
る
期
間
中
は
誇
矧
闘
に
閥
係
を
有
す
る
水
族

ι制
し
て
漁

携
の
排
除
せ
ら
る
h
尉
、
若
し
も
偶
然
に
斯
か
る
水
族
の
探
捕

第
三
十
九
巻

七
七
六

五

第
五
挽

せ
ら
れ
た
る
が
如
き
場
合
に
は
再
び
水
中
に
放
た
る
べ
き
賠

真
ら
に
設
期
聞
に
閥
係
を
有
せ
ざ
る
他
の
凡
ゆ
る
種
類
の
水
族

に
到
し
て
は
漁
掛
が
許
さ
れ
、
殊
に
償
値
小
た
る
水
族
は
周
年

抽
出
掛
ず
る
己
止
を
許
さ
昌
弘
舶
に
あ
る
。
但
と
の
制
度
に
在
り

て
も
、

一
般
に
産
卵
期

ι
於
て
の
み
採
捕
の
可
能
怠
る
が
如

き
粒
制
制

m水
族
に
射
し
て
は
禁
猟
朗
自
摘
用
μ
削
除
外
せ
ら
れ

;!) .， 
相
封
主
義
の
利
融
は
、
故
花
、
保
護
せ
ら
る
べ
き
水
族
は
そ

の
産
卵
期
に
於
て
完
全
に
産
卵
の
保
穫
が
確
保
せ
ら
れ
、
他
方

禁
漁
期
に
閥
係
た
き
水
族
の
採
捕
の
許
さ
る

h
K
上
っ
て
漁
業

者
の
利
益
の
寄
せ
ち
る
九
己
主
茜
だ
少
量
髄
に
存
ず
る
。
，
次
に

そ
の
依
鮪
は
、
禁
漁
期
に
関
ぱ
同
一
な
き
水
伐
の
採
捕
に
営
っ
て
保

護
せ
ら
る
ベ
吉
水
族
の
偶
然
に
捕
挫
せ
ら
る
L

場
合
が
あ
り
、

斯
か
る
場
合
と
れ
を
水
中
に
放
生
ず
べ
き
必
求
の
漁
業
者
に
謀

せ
ら
る

h
O
み
紅
ら
宇
、
許
さ
れ
た
る
漁
掛
陀
際
し
て
保
護
的

水
族
の
産
卵
の
被
害
可
能
性
を
完
査
に
除
斥
L
難
吉
献
に
あ

る
。
更
ら
に
相
帆
副
主
誌
の
線
本
的
基
礎
た
る
水
族
各
組
の
自
然

的
産
卵
期
の
精
確
・
な
る
認
識
を
得
る
己
主
は
容
易
で
は
な
い
。



蓋
し
、
各
種
水
族
の
産
卵
期
は
時
々
知
る
己
主
主
得
る
が
、
具

閥
的
に
は
自
然
的
保
件

ιよ
っ
て
年
々
忙
相
違
し
、
従
っ
て
制

度
'
と
し
て
同
定
せ
る
期
凶
が
必
・
宇
し
も
年
々
の
具
閥
的
危
る
産

卵
期
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
叉
直
々
た
る
禁
漁
期
の
強

制
は
賀
行
上
容
易
に
朗
し
難
在
所
で
あ
る
。

禁
漁
期
制
度
の
二
主
義
中
い
づ
れ
を
採
用
す
る
か
は
、
上
越

の
雨
者
の
長
短
を
各
々
比
較
す
る
に
よ
っ
て
の
み
決
定
せ
ら
れ

や
、
克
ら
に
火
白
二
結
を
北
す
ほ
す
る
と
と
主
要
す
る
。
叩
ち
一

は
、
水
界
漁
業
的
傾
値
の
質
的
向
上
若
く
は
維
持
を
期
す
る
手

段
と
し
て
白
雨
者
の
適
否
、
こ
は
、
販
寅
禁
止
強
制
と
の
閥
係

に
於
け
る
雨
者
の
泊
否
で
あ
る
。

水
族
各
種
は
必
宇
し
も
同
一
の
経
済
的
債
他
を
有
す
る
も
の

に
あ
ら
十
、
租
類
毎
に
人
間
有
用
の
度
を
具
に
す
る
。
水
界
資

源
保
持
の
政
策
は
‘
車
に
水
族
の
量
的
保
存
に
関
係
す
る
の
み

た
ら
や
ヘ
治
ん
で
水
族
の
質
的
保
存
並
び
に
向
上
位
闘
係
し
訟

け
れ
ば
な
ら
由
。
此
の
結
よ
り
見
て
、
絶
叫
主
義
江
於
て
は
、

水
族
各
種
の
良
否
叉
は
有
用
度
如
何
を
聞
は
宇
一
定
期
間
中
一

切
白
漁
携
を
禁
止
す
る
が
故
に
、
禁
漁
に
際
し
て
そ
の
釣
象
を

雑

録

禁
漁
制
度
に
つ
い
て

選
探
す
る
と
と
を
得
守
、
従
っ
て
禁
漁
の
結
果
は
該
期
間
中
水

族
各
種
の
自
然
的
な
る
生
有
競
川
市
の
作
用
を
挫
に

L
、
動
も
す

れ
ば
貴
重
有
用
た
る
穂
類
の
水
族
を
棉
問
答
す
べ
き
思
劣
不
用
止

る
種
類
白
水
族
の
蒜
殖
を
助
け
、
却
っ
て
良
種
主
減
却
し
て
水

界
の
質
的
経
済
偵
値

r低
下
す
る
憂
た
し
と
せ
宇
、
と
れ
に
針

し
て
、
相
釘
主
義
に
在
り
て
は
、
禁
漁
す
〈
き
水
族
種
類
を
選

揮
し
得
る
が
故
に
、
同
州
〈
の
如
在
悔
は
之
を
越
〈
る
己
と
を
得

る。
一
般
に
禁
漁
制
度
と
相
並
び
て
‘
且
つ
禁
漁
制
度
を
し
て
そ

の
目
的
の
宮
現
世
完
全
な
ら
し
む
る
手
段
と
し
て
、
禁
漁
制
度

に
閥
係
主
有
す
る
水
族
白
販
責
主
禁
止
す
る
版
貿
禁
止
(
冨
司
]
?

門
〈
丹
宮
内
〕
の
制
度
が
あ
る

Q

販
資
禁
止
の
賞
行
を
可
能
な
ら
し

む
る
鮪
に
つ
き
で
は
、
相
封
主
義
は
絶
封
主
誌
に
優
る
。
並

し
、
絶
樹
主
義
の
下
に
あ
り
で
は
、
版
資
禁
止
は
、
普
通
に
採

捕
可
能
館
準
下
の
水
族
(
後
挫
)
に
封
し
て
の
み
池
用
が
可
能
た

る
の
み
に
し
て
、

一
地
域
に
於
て
現
に
版
資
せ
ら
る

aa

水
族

が
、
果
し
て
禁
漁
期
を
有
す
る
水
面
よ
り
採
捕
せ
ら
れ
た
る
か

又
は
禁
漁
期
占
閥
係
な
き
水
面
よ
り
捕
獲
せ
ら
れ
た
る
か
を
識

第
二
十
九
巻

七
七
七

第
百
抗

五



雑

錐

禁
漁
制
度
に
つ
い
て

別
L
難
く
、
紫
漁
期
を
有
す
る
保
護
水
族
に
つ
き
て
版
資
禁
止

の
完
全
た
る
強
行
か
不
可
能
で
あ
る
。
然
る
忙
相
釣
主
誌
に
あ

り
で
は
、
祭
漁
馴
刷
巾
は
品
川
泊
水
族
が
何
時
・
如
何
た
る
場
所

で
何
人
に
よ
り
て
採
捕
せ
ら
れ
た
る
や
に
諭
な
く
、

叉
フ
ゼ
白
探

捕
が
事
官
禁
泊
則
正
先
っ
て
た
さ
れ
、
或
は
外
部
よ
り
溜
ら
さ

れ
た
る
が
加
者
場
合
に
於
て
も
.
そ
の
版
印
は
絶
別
的
に
渋
止

せ
ら
?
と

K
4
1
こ
れ
に
上
つ
E
崎
有
明
位
脱
の
誘
議

は
強
同
左
右
門
主
以
て
閑
探
せ
ら
れ
る
。

上
越
の
禁
漁
期
制
度
は
、
水
族
の
産
卵
蕃
殖
を
保
護
し
以
て

掛
川
漁
制
度
一
般
の
目
的
主
賞
現
せ
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
定
の
短
期
間
反
極
的
に

別
に
水
族
の
産
卵
期
と
は
漏
立
に
、

漁
拐
を
叫
明
治
止
す
る
制
度
が
あ
る
。
己
れ
を
週
一
即
日
品
川
期
の
制
度
と

い
ム
。
遡
禁
漁
期
つ
〈

E
Zロ目
F
o
日
合
同
)
の
制
度
は
、
匂
迦
一

定
小
川
時
刷
、
例
へ
ば
、
土
隙
日
夕
刻
よ
り
日
開
日
夕
刻
ま
で
白

問
、
漁
拐
を
一
般
的
に
閉
鎖
す
る
川
度
に
し
て
、
そ
の
同
的
は

直
接
に
水
族
の
産
卵
行
錆
を
碓
保
せ
む
と
す
る
に
は
あ
ら
守
し

て
、
水
族

ω
白
山
た
る
移
動
を
可
能
た
ら
し
む
る
に
あ
る
。
水

族
の
移
動
の
た
め

ι白
山
た
る
道
主
聞
く
は
、
或
は
水
族
の
産

第
二
十
九
巻

ヒ
じ
λ

第
五
銑

五
四

卵
場
叉
は
出
世
必
場
へ
の
移
行
を
可
能
な
ら
し
め
、
モ
の
産
卵
恭

地
を
確
保
す
る
殺
果
を
有
す
る
場
合
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
み
『

の
主
た
る
目
的
は
寧
ろ
、
移
動
的
の
水
族
を
し
て
水
界
の
蹴
汎

な
る
師
積
に
八
刀
布
「
る
を
相
押
し
め
、
以
て
一
地
域
の
漁
業
有
の

み
な
ら
宇
多
数
漁
業
者
の
前
に
漁
業
利
益
享
交
の
機
合
を
聞
か

む
と
す
る
献
に
あ
る
。

恥
叫
山
漁
阿
(
印
n
F
。
日
宮
、
号
一
己
O
E
T
Z
-
2
)
銭
漁
区
制
度

水
族
採
捕
の
禁
制
を
採
姉
山
場
所
に
附
粉
せ
し
め
た
る

も
の
に
し
て
、
邸
ち
、

と
は
、

一
定
水
岡
阪
城
を
限
り
て
そ
の
水
域
に

於
け
る
水
族
の
探
捕
を
禁
制
す
る
制
度
で
あ
る
。

禁
柿
川
区
制
度
の
存
在
は
、
禁
納
期
制
度
の
仙
川
路

E
柿
比
す
る

に
必
要
で
あ
る
。
資
し
・
前
述
せ
る
が
如
く
に
禁
漁
期
制
度

は

そ
の
紹
封
主
誌
に
布
り
で
は
、
和
賞
の
長
期

ι
E
る
と
き

は
時
注
水
族
の
産
卵
帯
植
を
保
護
す
る
翻
鮪
よ
り
は
附
然
す
る

所
な
し
と
見
ら
る
h

が
、
と
れ
が
た
め
に
侵
害
せ
ら
る
h

漁
業

者
の
利
益
は
世
大
に
し
て
.
経
釘
的
禁
漁
期
制
度
の
厳
格
在
る

強
制
は
却
っ
て
漁
業
そ
の
も
の
L
有
立
を
許
さ
む
る
に
至
り

他
方
モ
の
相
釣
主
義
に
在
り
て
は
、
漁
業
者
の
利
鈍
及
び
漁
業



そ
の
も
の
L
侵
害
せ
ら
る
L

E
と
大
友
ら
ざ
る
鮪
よ
り
見
れ
ば

泊
世
な
る
水
族
保
護
の
施
設
た
る
が
如
し
iyp-

雌
も
、
水
族
保
護

の
見
地
よ
り
す
れ
ば
水
族
各
租
白
向
然
的
産
卵
期
主
精
確
に
識

り
難
く
、
且
つ
百
々
な
る
禁
漁
期
の
強
制
も
亦
賀
行
上
容
易
に

則
L
難
聖
所
で
あ
る
。
廿
明
に
於
て
か

己
れ
等
禁
漁
馴
に
附
随

す
る
鰍
陥
を
納
完
す
る
手
段
止
し
て

一
定
一
臥
域
主
定
め
て
訟

漁
恒
と
定
め
、
と
の
区
域
内
に
於
け
る
ぬ
扮
を
時
期
'
と
は
仰
一
山
附

係
に
林
山
川
酬
し

以
て
炊
泊
制
政
般
の
日
的
世
ム
判
明
す
ベ
宮

惜
の
施
設
が
必
要
レ
に
な
る
。

水
峡
の
永
久
的
保
存
を
目
的
占
す
る
禁
漁
直
制
度
に
於
て

は
、
禁
品
開
区
山
ち
漁
業
者
の
白
山
在
る
漁
業
的
活
動
を
禁
制
す

る
場
所
は

先
づ
水
族
の
産
卵
に
泊
し
た
る
場
所
又
は
仔
魚
の

護
宵
陀
漣
し
た
る
場
所
に
産
卵
禁
品
川
区

(
F
E
n
y
常
吉
宮
里
町
内
)

が
指
定
せ
ら
れ
る
o

尖
で
特
に
水
族
の
来
山
県
・
棲
忠
に
優
れ
た

る
自
然
的
保
件
白
羽
備
し
た
る
場
所
、

或
は
水
族
の
白
山
左
る

移
動
を
掘
す
る
が
如
き
場
所
に
於
て
も
漁
携
の
個
人
的
自
由
は

制
限
せ
ら
れ
、
更
ら
に
水
外
生
産
性
の
著
し
く
低
下
し
た
る
場

所
五
刊
日
公
共
仙
養
殖
の
目
的
を
有
す
る
場
所
も
亦
禁
漁
直
之
定

雑

是主

禁
漁
制
度
に
ワ
ヤ
て

め
ら
れ
る
。

禁
漁
直
制
度
は
、
そ
の
禁
品
川
水
域
に
於
け
る
漁
業
の
租
到
に

釣
す
る
態
度
に
着
服
す
れ
ば
、
絶
針
主
誌
、
と
相
釘
主
義
'
ど
が
阪

別
せ
ら
れ
、
相
釘
的
禁
漁
区
制
度
忙
あ
り
て
も

そ
の
漁
業
組

模
・
漁
民
抽
出
訟
に
到
す
る
態
度
K
着
目
す
れ
ば

一
般
主
主
指
止

特
殊
主
義
・
と
が
区
別
せ
ら
れ
る
。
絶
劉
的
禁
桃
山
恒
制
度
は
叫
然
的

官
一
域
内
に
於
け
る
凡
ゆ
る
都
類
の
漁
業
主
永
久
に
叉
は
机
岱
明

川
中
禁
制

rる
も
の
に

L
て

j
i
v
:
J
d
l
J
J
3
1
1
 

ι山
市
忙
詐

1
y
L
#
T
M訓
ν
悦

国
制
度
は
一
定
抑
制
削
の
漁
業
陀
限
り
て
禁
制
す
る
も
の
で
あ

る
。
吏
ら
に
一
般
的
相
川
副
主
義
は
禁
漁
直
域
内
に
於
け
る
て
定

間
類
の
漁
業
を
モ
の
漁
具
・
漁
法
の
性
質
如
何
又
は
そ
の
規
模

の
大
小
如
何
に
倒
係
た
〈
、

一
般
的
比
禁
止
す
る
も
の
に
し

て
、
特
川
的
相
対
主
総
は
叫
砂
市
漁
匝
域
内
忙
於
け
る
一
定
稲
畑
酬
の

漁
業
中
特
に
モ
の
漁
具
・
漁
法
及
び
そ
の
規
模
を
限
定
し
て
禁

特
に
禁
止
す
と
限
定
せ
ら
れ
ざ
る
漁
具
・
漁
法
及
び
規

模
を
以
て
す
る
漁
業
は
討
さ
る
ミ
制
度
で
あ
る
。
水
族
の
産
卵

及
び
仔
魚
の
議
育
に
特
に
泊
営
し
た
る
場
所
に
は
、
禁
漁
期
止

止
L 

相
並
ん
で
結
釘
的
禁
漁
区
(
所
謂
産
卵
禁
漁
医
)
が
樹
立
せ
ら
る

第
ニ
十
九
巻

第
五
棋

五
宝l

エ
ニ

L

I
t
J
7
 



雑

錐

禁
品
開
制
院
に
つ
い
℃

ぺ
く
、
叉
特
に
水
族
の
来
来
棲
息
に
自
然
的
好
保
件
配
具
備
し

た
る
場
所
に
は
、
時
期
占
は
猫
立
に
、
経
劉
的
禁
漁
区
が
樹
立

せ
ら
る
ベ
〈
、
更
ち
に
水
界
生
産
性
の
自
然
的
回
復
を
圃
ら
む

-
と
す
る
場
合
及
び
公
共
的
水
産
養
殖
の
場
所
に
そ
の
目
的
の
完

金
・
泣
る
宜
現
在
圃
ら
む
・
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
払
要
に
肱
ビ

て
、
絶
封
的
銑
漁
恒
が
指
定
せ
ら
れ
る
。

結
封
川
叫
ゆ
が
漁
区
制
度
は
、

た
て
の
医
域
の
由
同
汎
な
る
に
廊
ビ

て
、
水
族
保
存
白
抜
果
を
高
め
る
で
あ
ら
う
が
、
斯
か
る
漁
場

と
れ
あ
る
が
た
め

に
利
害
閥
係
を
有
ナ
る
漁
業
者
の
利
益
は
、

に
、
モ
の
直
域
の
出
回
狭
に
従
っ
て
侵
害
せ
ら
る
ミ
結
果
に
陥
る

倶
な
し
と
せ
宇
、
又
一
定
水
両
上
白
絶
制
的
禁
抽
出
は
、
必
宇
し

も
保
護
主
必
要
と
認
め
ち
る
i
A

種
類
の
水
族
の
自
然
的
増
加
を

蹴
ら
し
、
該
水
面
の
漁
業
的
傾
他
を
質
的
に
維
持
し
若
く
は
向

上
す
る
所
以
で
は
た
い
、
査
し
、
絶
割
的
禁
漁
則
制
度
に
つ
い

て
述
べ
た
る
が
如
く
、
絶
制
的
禁
漁
区
制
度
比
於
て
は
保
護
せ

ら
る
べ
き
水
族
の
種
類
主
選
制
押
す
る
と
と
不
可
能
な
る
が
故

に
、
各
種
水
族
川
の
自
然
的
生
存
競
争
の
作
附
を
捜
な
ら
し

め
、
良
種
は
劣
積
の
た
め
に
駆
逐
減
減
せ
ら
る
A
結
果
を
招
く

第
二
十
九
血
管

第
四
枕

五
"-，、

七
入

O

が
故
で
あ
る
。
従
っ
て
禁
漁
直
制
度
に
於
て
も
多
ど
の
場
什
絶

釣
主
義
は
柑
封
主
義
に
そ
の
地
位
を
譲
り
、
持
卵
禁
漁
区
・
棲

息
禁
漁
区
又
は
比
較
川
畏
朗
忙
亘
る
禁
漁
の
引
制
せ
ら
司
0

・‘占禁

漁
直
に
あ
り
で
は
、
相
封
的
一
般
禁
漁
直
制
の
指
定
せ
ら
れ
る

の
が
普
通
で
あ
る
。

一
般
主
義
に
汁
し
て
、
水
族
の
自
由
な
る
雄
助
主
慨
す
る
が

知
吉
場
叫
に
於
け
る
採
捕
禁
止
は
、
新
か
る
移
動
を
著
し
く
寄

せ
ざ
る
程
度
陀
絞
め
ら
れ
、
特
殊
主
誌
が
成
立
す
る
。
水
族
の

自
由
た
る
移
動
を
越
止
す
る
は
水
族
の
産
卵
恭
舶
を
妨

t
る
結

回
悼
を
招
〈
が
故
に
、
上
述
。
如
宮
場
所
に
於
け
る
禁
漁
恒
制
定

は
、
水
族
保
護
の
見
地
に
立
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
更
ら
に
幅
削

か
る
場
所
に
於
け
る
顧
胤
-
泣
き
め
越
中
採
抑

(go同
『
吉
岡
)
は
、
多

数
漁
業
者
の
利
臼
祉
の
少
扱
漁
業
者
の
盤
断
E
H
m
岡市し

漁
業
者

利
益
の
機
曾
均
等
の
原
則
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
期

か
る
場
所
に
於
け
る
採
揃
禁
制
は
漁
業
者
利
佐
平
均
の
見
地
に

立
つ
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
批
判
殊
的
禁
漁
区
制
度
は
海
洋

漁
業
に
於
て
特
に
著
し
く
見
ら
れ
る
。
削
ち
一
定
の
漁
具
・
漁

訟
を
以
亡
す
る
一
定
規
模
以
上
の
漁
業
主
て
rt
の
梅
岡
国
域
よ



り
排
除
す
る
己
主
、
例
へ
ば
、

ト
ロ
ー
ル
漁
業
禁
止
直
域
、
機

結
底
曳
網
漁
業
禁
止
匡
域
、
ヱ
般
蟹
漁
業
禁
止
直
域
等
の
指
定

に
於
て
見
ら
る
h
が
如
く
で
あ
る
。
海
洋
上
の
特
別
的
禁
漁
直

範
域
は
、
漁
業
の
設
展
に
伴
っ
て
、
漸
次
沖
合
に
償
大
せ
む
し
と

す
る
傾
向
を
有
す
る
。
特
殊
的
禁
漁
直
制
度
は
、
水
族
保
存
の

車
プ
な
る
目
的
に
の
み
出
つ
る
も
の
で
は
友
く
、
事
ろ
、
鉄
品
川

面
械
に
闘
係
を
有
せ
ざ
る
漁
業
者
を
し
て
該
区
域
内
に
於
吋
る

活
動
の
検
地
配
仰
し
め
ん
ー
と

t
る

ιあ
る
。
故
に
、
特
殊
的
強

漁
直
制
は
そ
白
存
在
理
由
を
禁
漁
匿
に
閥
係
あ
る
漁
業
の
性
質

の
中
に
H

卯
出
す
べ
く
、
従
っ
て
こ
の
制
度
に
闘
す
る
研
究
は
、

全
項
の
禁
制
漁
具
・
漁
法
白
研
究
に
入
ら
ね
ば
友
ら
ぬ
。

以
K
述
べ
た
る
禁
漁
直
制
度
は
い
つ
れ
も
比
較
的
に
同
定
性

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
吏
ら
に
禁
漁
直
に
つ
き
て
特
別
の

制
度
bz
見
出
す
と
・
と
が
山
川
来
る
。
渥
次
的
禁
漁
区
制
度
が
削
ち

と
れ
で
あ
る
。
週
弐
的
禁
治
医
制
度
は
換
言
す
れ
ば
比
較
的
貿

大
悲
る
漁
場
に
於
け
る
輪
呑
探
捕
制
度
に
し
て
、
と
れ
に
ー
っ

て
庚
犬
な
る
剛
積
の
漁
場
生
産
性
を
保
持
す
る
と
ん
」
を
得
、
市

も
漁
業
者
の
利
益
を
侵
害
す
る
と
占
た
き
を
得
る
。
選
次
的
禁

雑

録

隷
融
制
度
に
つ
い
て

漁
直
制
又
は
輪
番
探
捕
制
に
あ
り
て
は

一
漁
場
主
政
匿
に
分

ち
、
そ
の
一
一
位
を
以
て
禁
漁
直
と
定
め
一
定
期
間
中
漁
携
を
禁

止
す
る
穿
ら
、
他
の
争
直
を
開
放
し
‘
+
礼
で
次
の
一
定
期
間
中

に
は
他
の
一
直
を
以
て
禁
漁
直
と
定
め
、

と
の
一
一
風
を
除
く
金

直
を
漁
携
に
開
放
す
る
方
法
を
順
尖
に
民
組
す
る
。
斯
く
て
禁

漁
せ
ら
る
h
A

一
直
に
於
て
は
水
族
の
審
摘
は
確
保
せ
ら
る
L
・と

同
時
に
然
ら
ざ
る
部
分
は
漁
掛
配
許
さ
れ
、
漁
場
金
問
忙
つ
い

て
み
れ
ば
.
生
応
性

ω恒
久
的
保
持
ー
と
尚
治
符

ω利
話
不
佼
中
一
向

止
が
官
現
せ
ら
れ
得
る
E
k
h
左
る
。

禁
制
漁
具
・
漁
法
、
水
族
の
永
久
的
保
存
と
漁
業
の
恒

久
的
存
続
主
目
的
・
と
す
る
漁
業
政
策
の
一
面
は
、
掠
奪
的
漁
捺

防
止
の
手
段
'
と
し
て
、
第
三
に

漁
具
・
漁
法
山
禁
止
・
制
肢
の
制
定
と
、
漁
利
の
趨
簡
を
結
製
す

る
が
如
章
特
に
漁
掛
力
む
犬
伝
る
漁
具
・
漁
法
を
以
て
す
る
犬

掠
指
略
的
漁
掛
を
導
く
が
如
き

規
模
漁
業
の
幾
止
制
限
の
制
定
主
主
必
要
止
す
る
。

禁
止
・
制
限
せ
ら
る
べ
き
淵
具
・
漁
訟
は
、
一
抱
卵
期
及
ぴ
未

成
熟
期
(
未
だ
そ
の
穐
族
掛
猫

ι
貢
献
せ
ざ
る
時
叉
は
そ
の
利

用
債
依
並
び
に
布
場
慎
値
の
低
小
た
る
欣
態
に
あ
る
問
)
の
水

第
二
+
九
巻

七
F、

第
四
掛

五
七



雑

禁
融
制
度
に
つ
い
て

鍛

族
主
必
然
的
に
探
捕
す
る
仕
組
の
漁
具
・
漁
法
た
る
弘
山
、
或
は

大
小
種
々
の
水
峡
心
一
時
的
諜
減
の
結
果
を
必
然
的
に
招
く
が

如
き
仕
組
の
漁
具
・
漁
法
な
る
か
、
二
漁
業
に
於
け
る
共
同
利

(
 

ム
祉
の
強
断
主
導
く
が
如
吉
特
に
漁
山
町
力
の
大
た
る
漁
民
・
漁
法

た
る
か
で
あ
る
。
掛
川
制

m
A・
漁
訟
の
制
定
も
ま
た
水
族
白
水

久
的
保
存
白
地
地
主
、
漁
業
者
の
共
同
利
訴
の
伽
人
的
地
断
防

と
う

L
山
'
t
ι
4
コ
o
k
七
恥
下
ハ

Jι
由
f
h
d
つ
町
り
肌
H
0

1
6
』
4
5

‘t
l

d

y
』
f
ν
1
6
!
1
t
1
6
I
F
-
-
J

漁
法
の
品
川
制
は
、
後
述
の
水
族
自
憾
に
関
聯
す
る
採
抑
叫
魚
川
'
Y」

相
表
裏
す
る
閥
係
に
立
つ
、
即
ち
、
間
接
に
利
川
す
べ
き
漁

具
-
漁
訟
の
榊
池
積
類
主
規
光
し
て

以
て
採
州
せ
ら
る
ベ
昔

水
族
の
大
さ
に
制
限
を
加
ふ
る
も
の
で
あ
る
c

併
し
乍
ら
更
に

一
般
的
に
日
つ
絶
釘
的
に
焚
止
せ
ら
る
h
漁
具
・
漁
法
が
あ
る
。

川
崎
渡
性
物
品
。
利
川
、
水
族
主
著
し
〈
損
傷
悶
餓
せ
し
む
る
が

如
き
漁
共
の
利
川
、
流
水
池
水
白
排
水
池
澗
に
よ
る
水
族
の
探

捕
、
厄
火
電
火
そ
の
他
の
水
践
を
誘
致
す
る
日
的
の
育
め
の
股

火
手
段
の
利
川
の
如
き
は
、
多
〈
の
場
合
、
経
釘
的
医
科
一
品
止
せ

ら
れ
る
。
漁
業
利
従
明
断
の
防
止
の
見
地
に
立
つ

mD漁
具
・

漁
法
の
品
川
制
は
、
特
殊
的
禁
漁
匿
の
制
度
主
判
明
表
裏

rる
聞
係

第
二
十
九
巻

第
五
時
制
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に
立
つ
。
温
度
山
途
中
採
捕
は
水
族
保
存
の
目
的
に
反
す
る
の

み
た
ら
や
、
漁
業
者
の
共
同
利
錠
白
一
部
小
政
者
の
獅
内
を
導

く
傾
あ
る
が
故
民
、
狭
隆
左
る
水
叫
に
於
け
る
越
断
的
漁
具
の

設
置
、
長
期
に
亘
る
同
種
漁
具
の
設
置
は
禁
制
せ
ら
れ
る
。
河

川
又
は
狭
曹
湖
口
等
水
族
の
白
山
在
る
彬
動
左
側
す
る
場
所
に

於
て
は
.

そ
の
幅
員
の
一
一
一
分
ご
又
は
三
八
万
二
以
上

r
Rる
漁
具

自殺山山川左山川
lAK、
成

u同
時
次
試
世
ぬ
見
山
山
川
同
世
命
出
ら
る
i
h

と
と
あ
り
、
(
普
通
迦
祭
漁
期
制
占
油
臨
す
る
〕
又
一
定
水
而
に

於
け
る
定
誼
漁
具
の
設
置
に
は
そ
の
漁
民
政
主
制
限
し
、
或
は

設
世
漁
具
相
互
聞
に
一
定
の
距
時

E
保
た
し
む
る
と
と
が
あ

る
O

印
刷
論
的
に
い
へ
ば
、
釣
漁
業
は
向
山
に
市
川
さ
れ
る
が
、
綱

漁
業
の
や
L
規
模
白
大
な
る
も
の
は
祭
仙
の
封
象
と
せ
ら
れ

-， 
ζB 
O 

相
制
的
虻
品
川
止
せ
ち
る
6
L
J

漁
具
・
漁
法
主
以
て
す
る
漁
業
、

抑
ち
例
へ
ば
海
洋
漁
業
中
に
あ
り
て
一
定
距
離
以
内
の
泊
出
に

於
け
る
披
業
を
品
川
止
せ
ら
る
ミ
漁
業
は
、

曜
に
水
族
採
捕
の
方

耐
に
於
て
刊
叫
ん
制
せ
ら
る
与
の
み
た
ら
子
、
ぬ
泌
物
販
費
の
方
岡

に
於
て
も
一
定
の
制
限
的
干
渉
E
受
け
る
。
例
へ
ば
漁
獲
物
水



揚
港
、
漁
雄
物
販
賀
市
場
の
指
定
の
如
く
で
あ
る
。
斯
か
る
制

限
の
理
由
は
沿
滞
小
規
模
漁
業
者
の
保
護
に
あ
る
、
蓋
し
、
漁

揚
力
の
大
た
る
漁
具
・
漁
訟
を
以
て
す
る
大
規
模
の
漁
業
者
は

多
量
の
漁
獲
物
を
念
速
に
市
場
に
提
供
す
る
ζ

止

E
得
、
魚
闘

の
一
時
的
費
動
を
招
来
し
、
沿
岸
小
規
模
漁
業
者
の
存
立
す
危

殆
な

ιし
む
る
鈴
あ
る
が
故
に
、
そ
の
水
揚
地
並
び
に
市
場
を

一
定
規
模
の
も
の
に
制
限
す
る
の
必
裂
が
あ
る
。
と
の
砲
の
漁

識
の
多
〈
は
、
乙
「
一
の
岐
な
に
刊
に
山
川
J

川
左
必
ず
し
し
せ
ら
れ
る
。

故
に
と
の
極
漁
業
民
問
ず
る
考
察
は
叫
に
漁
業
作
可
制
皮
の
柿

に
譲
る
。

四

州
叩
姉
封
象
の
大
さ
叉
は
霊
註
の
制
限

閑
民
の
漁
業
的

活
動
に
到
す
る
制
限
・
禁
止
白
岡
家
的
施
設
は
、
第
四
に
、
漁
携

の
針
象
た
る
水
族
の
犬
さ
叉
は
重
量
に
山
間
聯
ず
お
。
水
界
の
生

産
性
を
維
持
す
る
に
は
、
産
卵
能
力
に
よ
る
自
然
的
蕃
殖
力
を

し
て
人
聞
の
荷
動
の
た
め
に
逃
げ
ら
る
ミ
己
主
・
泣
く
可
能
た
ら

し
む
る
と
止
、
瞬
化
仔
幼
水
族
の
産
卵
可
能
捌
ま
で
の
成
長
を

助
成
す
る
と
と

h
E必
嬰
ー
と
す
る
。
従
っ
て
水
田
外
生
産
性
維
持

の
た
め
の
袖
訟
は
、
産
卵
可
能
水
族
の
不
必
嬰
た
る
過
度
。
破

雑

鋒

禁
抑
制
度
に
つ
い
て

壊
'
と
未
成
熟
水
族
白
閥
慮
な
き
探
捕
'
と
を
禁
制
す
る
に
あ
る
。

稚
魚
の
破
壊
は
古
く
よ
り
問
題
'
と
な
り
、
そ
の
防
止
の
た
め
白

禁
漁
も
ま
た
古
く
よ
り
行
は
れ
来
っ
た
。
と
の
見
地
よ
り
す
る

紫
漁
乎
段
は
先
づ
直
接
に
個
々
の
利
類
の
水
族
に
つ
き
て
採
抑

可
能
槌
準
的
大
さ
(
又
は
豆
量
)
を
決
定
し
、
次
で
と
の
概
略
外

の
水
旋
の
採
捕
を
禁
止
す
る
に
あ
る
。
水
族
の
採
捕
可
能
標
準

的
大
詰
(
又
は
革
主
)
の
決
定
は
、
故
正
、

先
づ
生
物
盤
的
認
識

=
E
E、

L
4
3
2
 
火
で
経
情
的
〈
印
ゆ
り
水
族
の
大
3
に
k
旬
。
利
川
市
此
丸

は
市
場
憤
値
の
)
認
識
に
基
き
て
な
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
制
帽
準

的
大
さ
(
又
は
重
量
)
は
通
常
故
小
限
度
に
於
て
決
定
せ
ら
れ
る

が
、
曲
学
者
或
は
、
産
卵
能
力
白
特
に
優
れ
た
る
騎
よ
り
鬼
て
老

大
水
族
の
採
捕
に
も
制
限
を
設
く
べ
き
己
主
を
臨
め
て
ゐ
る
。

標
準
的
大
さ
(
又
は
車
量
)
の
決
定
そ
の
も
の
が
直
接
に
採
拙

料
品
制
の
強
制
を
可
能
'
と
す
る
は
、
保
抑
の
針
象
に
つ
常
て
直
接

的
且
つ
個
別
的
忙
漁
携
す
る
が
如
き
漁
業
(
例
へ
ば
静
水
他
取

漁
業
)
に
限
ら
れ
星
。
叉
一
度
探
捕
し
た
る
水
族
主
、
標
撒
中
外

の
故
を
以
て
、
水
中
陀
抗
生
せ
し
む
る
は
、
漁
業
者
の
肯
仁
難

き
負
強
た
る
の
み
友
ら
や
、
水
族
の
融
持
死
損
傷
す
る
と
と
等
よ

第
二
十
丸
巷

七
A 

第
五
抗
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維

禁
漁
制
度
に
ワ
い
て

録

り
見
て
、
水
族
保
存
上
慎
値
大
な
る
禁
漁
手
段
・
と
は
断
じ
難
い
。

従
っ
て
槙
準
外
の
水
族
の
採
捕
禁
止
は
、
間
接
に
漁
具
(
通
常

は
漁
網
)
の
構
造
に
関
聯
す
る
禁
漁
施
設
を
通
巳
て
官
現
せ
ら

れ
る
。
削
も
標
準
外
白
水
肢
を
探
捕
す
る
仕
組
の
漁
具
の
使
用

を
禁
止
す
る
と
占
、
例
へ
ば
網
漁
業
忙
於
け
る
網
目
白
大
さ
の

制
限
虻
於
け
る
が
如
〈
で
あ
る
o

機
構
外
の
水
族
採
捕
の
築
制
は
‘
斯
か
る
水
院
の
限
定
染
止

を
伴
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
白
目
的
。
賀
現
在
期
す
る
と
・
と
が

出
来
る
。

現
貨
の
禁
漁
施
設
は
、

上
謹
白
四
基
本
形
鰭
の
種
々
な
る
組

合
せ
と
-
た
っ
て
成
り
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
禁
漁
施
設
は
多
く

白
場
合
版
資
禁
止
を
伴
ム
。
個
々
の
禁
漁
施
設
を
一
つ
の
目
的

に
上
っ
て
金
値
的
の
統
-
あ
る
も
白
と
見
れ
ば
、

と
の
全
般
を

得
し
て
禁
漁
制
度
止
い
ふ
。

第
四

結

言

水
界
生
時
性
保
持
の
手
段
は
必
宇
し
も
禁
漁
的
施
設
に
阪
ら

-
泣
い
。
蓋
し
、
水
田
仲
生
産
性
の
低
下
は
必
や
し
も
単
一
に
酷
漁

第
二
十
丸
巷

第
五
親

-
大

O
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λ
凹

濫
獲
に
の
み
よ
る
も
の
で
は
た
〈
、
他
の
産
業
部
門
白
斑
展
白

結
果
た
る
と
と
・
9
し
・
と
せ
や
、
水
岡
井
生
産
性
保
持
白
手
段
は
と

の
方
岡
に
も
闘
係
し
古
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
消
極
的
に
水
族
の

持
捕
を
禁
制
す
る
己
主
た
く
積
極
的
に
水
田
升
生
産
性
を
保
持

又
は
増
進
す
べ
き
手
段
も
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
乍

ら
、
未
だ
水
界
白
生
産
性
を
基
礎
づ
け
る
諸
傭
件
に
闘
す
る
科

理
的
知
識
と
そ
の
臨
胤
と
の
震
建
せ
ざ
る
現
今
町
積
極
的
古
る

水
界
生
産
性
保
持
増
進
の
手
段
が
充
分
在
る
放
同
市
を
以
て
時
ぜ

ら
れ
ざ
る
限
り
に
於
て
、
而
d
n
漁
掛
力
の
殺
展
に
伴
ひ
て
漁
場

岡
山
聞
の
損
大
す
る
南
方
ら
、
一
定
岡
山
恨
の
水
鼎
に
於
け
る
漁
掛
白

毎
々
集
約
的
た
ら
む
と
す
る
以
上
、
紫
漁
制
度
は
、
消
極
的
た

り
と
雌
も
水
界
生
産
性
保
持
の
手
段
と
し
て
存
続
す
ベ
吉
飴
地

わ
り
と
官
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
古
漁
業
医
於
け
る
枇
合
政
策
的

見
地
、
帥
ち
泊
岸
小
規
模
漁
業
者
を
遠
洋
大
規
模
漁
業
者
に
よ

る
脅
威
よ
り
保
設
す
べ
し
・
と
た
ず
鬼
地
よ
り
す
れ
ば
、
園
民
の

漁
業
制
活
動
の
白
山
正
一
定
の
制
限
を
設
く
る
と
と
は
必
要
と

認
め
ら
れ
、
と
の
範
闘
に
於
て
も
禁
漁
制
度
は
な
ほ
存
続
す
べ

き
徐
地
あ
り
と
い
は
ね
ば
な
ら
向
。
禁
漁
制
度
の
研
究
は
今
後

愈
々
そ
の
必
要
主
加
ふ
る
で
あ
ら
う
と
忠
品
。


